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1.緒言

蚕;i附化して′いこ　釣l i,Jjにお_Lふ幼虫

レ1湖川日,i･経て.輔化･･i)た,IytI'に常繭行動に人,.:'.

二'/)FHJ,摂食を繰り返しながら･股的には4

回Lj)脱皮行動を行い,体重比にLて1万倍以

上-_:二成長する.繭糸,i･作る7二めfj)絹糸腺rL二

鳥-F三溝十二,rr;,,成され上　衣しり生態に-Jいて:よ.

二:iLと~ごホルモンFJ亡_LJ-･･')内分泌物とt･j)関連,i･

中心vL･ Lた/日ヒ′､即'J71亡アブL--チが中心で.ち

り, ′日付吉報tノノ工学的な計測に閑する研究巨

まだ卜分に行われていない.そこで本研究で

は,蚕tl)体表面温度や表面電位の変化を計測

するシr/tテム{])検討を行った.またこれら'ノ)
Jl:_1机吊主にと行動とLl用ヨ適性に/ついて解析し.

和'日昌引借や日動作;lHJ動.牛肯状況に上7:,.
[日付吊-･iiL')変化ノ､!,7--ンに/ノいて検討を行･J

二と/i,i描)とLていろ.

2.体表IL11電位の計測

2. 1美験方法

折目f:Li･r-i:計測引｣J'J対象とLて;日､さ･∴

上た動きrLあ,:)`ノ､'で,計測丁引際にuいく-ノ

か(/)制約が発生す!=).温度計を接触させる_L･

適':[;3;し′/11~動に制約を与えてしまうため､行動

に制約を与えない計測方法が必要となる.赤

外線放射温度計は赤外線エネルギーーを高速で

計測1-,:)ため.熱容量が小さい物質や温度変

化中,/,叶勿質Uiiij･度Lく計測でき,;)ことから.

蚕L･')体長l且=温度,i･計測-)~~る万法として適して

いフ:.とLZ,え

た.本研究
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飼育する際(ノ｣目安　と･されている　=3.0-

二5.rJ(1に制御された測定室内で行い.環境

放射温度Lj7)臣響に目し点して計測を行/ンた.

計測対象としては.家蚕品種-ノJ他に.実験

昆虫として通年での銅育体系が確立されてい

る大型鱗遡り昆虫1/)こじビガラスズメを選択L

た.また. ,トさな個体で艮はっきり　L-,i二温度

=7-tl一々が得:Jれにくいことを考慮して. 1齢

-5齢にかけて(])休長が比較的人きい打ノ)杏

用いた(Flg.1).

2. 2　結果および考察

エビガラスズメの計測結果(一部分)を

Flg.二に示す.約30分間の計測時間帖二､

2頭･jjエビガラスズメu摂食行動や輔化'])た

め`ノ｣ソング､リング行動をとっていた.静止.し

てい引勘二鳥はとんと..Fuil空変化が兄:J九.行い

･!'言対Lて､摂食時やrjンjtJリング行動時に

は苦干'j)温度上昇が見られた.静E卜時とソン

グリング時(ノ)温度差日約0.9{二あり,土た2

個体間でLf)温度差ま上平均で約0.6(lであ/.た.

こしりlL'):二微′卜な変化で;irのろが.行動にL

i:)体長面lIui.度Eノ)変化′右f結認できたことから

今後は行動′､ターンとL/)FL,r:日蓮づ汗や代謝量と

1:-.リ-
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L′叫H閏を中心に解析を進める予定である.

3.　体表血電位の計測

3. 1　実験方法

か体長lli仁ご【'J厄位変化を計測するた,ぜノ.

Fig.3 I), L:)7~Ll,iJI一測システムを作製した.

計測する蚕.′)第1体節　と　第10　体節に

Ag/AgCl ll甘草津巨野望電極を取り付け.シー一一

･レト線にLレ)I-日4_rr~'ンプ側に接続した.牛休

アンIjで増幅された信片は　A/D　変換ボーート

を行l/I,＼一一､ノナルコンビュ-一夕に取り込ん

だ後. I-/丁イ′しに保存できる上')にし.圭た

接地Lた銅板とト一一ム状金網てシーー/レドされ

た′ノ即日両で計測することに上り, /イズJ)低

減をl対///!=.さらに責Lr)行動を同時撮影する

た.V).うごジJtjルビ:7-1､ォを設L;lIjlIした.

3. 2　結果および考察

Fig.4　に.と】)静止状態. I))歩行時.

L.)吐糸行動時. tl)摂食時に二畑J-る出力波

形,Ji･示す. )封ナ時_1'Jlこび吐糸行動時には,描

=-.日射二日見られ,7LLlか/,た周期的な変化が観察
-Il′-fL二二. l-)にお汁,71波形Ij'変化周期は.揖

71運動二二　LTJ蚕休(∫,伸輔と同期Lていろ.上

たL. )に一｣いて持TTl.糸時に蚕休FIJiロー'll,LIIi分(頭

部)を｢H｣ Ej)字に振る行動_L･同期していた.

まだサン7,JL,数が少ないために確定的なこと

日言え･JLlいが.これら-7月言号は蚕･})筋肉Ljパ舌

動･i闘技をIj-えてい,石打,''と考えられる.摂食

時･j)信号には比較的高い周波数成分が含去れ

ており.摂食時に二畑[る頭部Ij)動作とともに

内蔵系しノ)動きが情報として含まれていること

が推測きよしる.

今後鳥.電極r])取付ポイントを変化させ,

個J<･jJ動作と出力信号とrf)関係に/jいて詳細

悠鮎机,i,進めろJ',定で.I,)ら.
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